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Ⅰ 試行期 Ⅱ 個別ケース対応期 Ⅲ 包括支援・困難対応期

Ⅱ

Ⅲ
【試行期】
●3～4件/月
H28で上限20件程度

●事例を通して流れ、
引継ぎ等の確認を重
点的に行う時期

【個別ケース対応期】
●5～10件/月
H29は5件程度、徐々に増加

●H29から包括増設のため、

包括とチームの関係を整理し
ながら、チームとして個別
ケースを積重ね、地域課題抽
出できるようにする時期

【包括支援・困難対応期】
●3～5件/月

●包括の活動が安定してくる
ため、認知症初期対応はあ
る程度包括で対応できるため、
それ以外の初期のケースや
困難ケースをチームが担う時
期
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